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1
0
月
1
4
日
、
関
西
で
高
齢
者
住
宅
事
業
等
を
展
開
す
る
ゲ
ス
ト
ハ
 
 

ウ
ス
（
神
戸
市
）
が
主
催
す
る
「
第
1
回
 
上
海
国
際
老
齢
産
業
交
 
 

流
会
」
が
上
海
で
開
催
さ
れ
、
高
齢
者
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
ガ
け
る
 
 

日
中
両
国
の
関
係
者
2
0
0
人
以
上
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
翌
日
に
 
 

は
日
本
か
ら
の
萎
班
者
に
よ
る
、
中
国
の
医
療
・
高
齢
者
施
設
見
学
 
 

ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
た
β
両
日
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
 
 

元
々
の
イ
ベ
ン
ト
 
 

突
然
の
開
催
中
止
に
 
 
 

も
と
も
と
、
上
海
で
は
こ
 
 

の
秋
に
高
齢
者
向
け
ビ
ジ
ネ
 
 

ス
に
関
す
る
大
桐
模
な
展
示
 
 

会
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
ゲ
 
 

ス
ト
ハ
ウ
ス
を
は
じ
め
、
中
 
 

国
市
場
に
興
味
を
持
つ
介
護
 
 

・
医
凛
関
連
の
日
本
法
人
も
 
 

複
数
出
展
す
る
予
定
だ
っ
 
 

た
。
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
 
 

を
見
学
し
、
併
せ
て
中
国
の
 
 

介
護
・
医
家
事
情
を
視
察
す
 
 

る
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
も
企
画
 
 

さ
れ
て
い
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
中
国
側
の
事
情
 
 

に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
 
 

が
直
前
に
な
り
中
止
。
し
か
 
 

し
、
「
せ
っ
か
く
多
く
の
法
 
 

や
っ
て
み
よ
う
」
と
ゲ
ス
ト
 
 

ハ
ウ
ス
が
呼
び
か
け
て
開
催
 
 

し
た
の
が
、
こ
の
「
舞
1
回
 
 
 

人
が
出
展
に
向
け
準
備
し
て
 
 

い
た
の
だ
か
ら
、
自
分
達
で
 
 

土準シ三才  

中国医療・  

元
々
予
定
さ
れ
て
い
た
イ
 
 

ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
り
急
退
 
 

企
画
し
た
た
め
、
実
質
的
な
 
 

営
業
・
告
知
期
間
は
1
カ
月
 
 

上
海
国
際
老
年
産
業
交
流
 
 

会
」
だ
。
 
 
 

会
場
と
な
っ
た
上
海
世
易
 
 

商
城
（
上
海
マ
ー
ト
）
に
設
 
 

け
ら
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
 
 

は
、
上
海
体
育
学
院
の
李
建
 
 

国
教
授
に
よ
る
講
演
「
上
海
 
 

高
齢
者
事
業
の
現
状
と
発
 
 

展
」
、
医
寮
法
人
社
団
ア
ル
 
 

ペ
ン
会
（
宮
山
市
）
屠
谷
ゆ
 
 

か
り
常
務
理
事
の
講
演
「
こ
 
 

れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
へ
の
 
 

挑
戦
～
高
齢
者
に
元
気
に
な
 
 

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
」
が
 
 

行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
 
 

冒
を
傾
け
て
い
た
。
 
 
 

参
加
者
は
、
高
齢
者
向
け
 
 

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
、
あ
る
 
 

い
は
こ
れ
か
ら
関
わ
ろ
う
と
 
 

し
て
い
る
中
国
の
法
人
、
及
 
 

び
中
国
に
拠
点
を
持
つ
日
本
 
 

法
人
な
ど
約
2
0
0
人
以
 
 

上
。
 
 
 

セ
ミ
ナ
1
に
参
加
し
て
い
 
 

た
写
真
用
ア
ル
バ
ム
大
手
ナ
 
 

カ
バ
ヤ
シ
（
東
京
都
板
橋
区
）
 
 

主
隠
者
毯
㊧
 
 

今
後
も
年
1
回
程
度
開
催
 
 

ゲストノ＼ウス  
松山美穂】社長  

程
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
 
 

た
。
5
0
人
程
度
が
参
加
す
れ
 
 

ば
御
の
字
と
考
え
て
い
ま
し
 
 

た
が
、
最
終
的
に
2
0
0
人
 
 

以
上
が
参
加
し
て
く
れ
、
非
 
 

常
に
満
足
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

急
速
な
高
齢
化
を
受
け
、
 
 

中
国
側
の
「
高
齢
者
向
け
ビ
 
 

ジ
ネ
ス
の
先
進
国
で
あ
る
日
 
 

本
に
学
ぼ
う
、
日
本
と
組
も
 
 

う
」
と
い
っ
た
意
識
は
非
常
 
 
 

の
現
地
法
人
仲
林
商
業
有
限
 
 

公
司
の
浅
倉
昭
彦
顧
問
は
 
 

「
も
と
も
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
 
 

出
展
す
る
計
画
で
し
た
。
中
 
 

国
進
出
は
5
年
前
で
す
が
、
 
 

今
年
よ
り
歩
行
を
補
助
し
、
 
 

椅
子
代
わ
り
や
物
入
れ
に
も
 
 

使
え
る
シ
ニ
ア
カ
ー
の
販
売
 
 

を
中
国
で
開
始
し
ま
し
た
。
 
 

上海の高齢化率23．4％  

平均寿命は日本並みの82．3歳  
交
流
会
、
2
0
0
人
参
加
 
 

に
高
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
 
 

中
国
で
は
介
護
予
防
・
リ
ハ
 
 

ビ
リ
に
関
す
る
面
で
は
日
本
 
 

に
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
不
十
 
 

分
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
 
 

す
。
こ
う
し
た
分
野
に
つ
い
 
 

て
は
、
今
後
、
日
本
の
企
業
 
 

が
中
国
で
活
圧
す
る
余
地
は
 
 

十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 
 
 

今
後
も
年
に
1
回
は
こ
う
 
 

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
両
 
 

国
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
行
 
 

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 
 

中
国
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
 
 

や
道
路
の
段
差
解
消
が
不
十
 
 

分
な
た
め
、
足
腰
が
不
安
な
 
 

高
齢
者
が
外
出
し
に
く
い
と
 
 

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
し
 
 

か
し
」
上
海
な
ど
で
は
都
市
 
 

開
発
に
伴
っ
て
こ
う
し
た
イ
 
 

ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
で
い
ま
 
 

す
の
で
、
あ
と
数
年
も
す
れ
 
 

ば
高
齢
者
が
外
出
し
や
す
く
 
 

な
り
、
歩
行
器
の
ニ
ー
ズ
も
 
 

大
き
く
増
す
も
の
と
思
わ
れ
 
 

ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
中
国
で
 
 

確
固
た
る
販
売
網
を
構
築
し
 
 

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
 
 

中
国
市
場
の
有
望
性
に
つ
い
 
 

て
語
っ
た
。
 
 
 

ま
た
、
中
国
在
住
の
日
本
 
 

人
に
対
し
、
病
院
紹
介
や
送
 
 

迎
、
医
療
通
訳
な
ど
2
4
時
間
 
 

対
応
の
医
療
相
談
を
行
う
上
 
 

海
聖
傑
医
療
服
務
有
限
公
司
 
 

の
張
主
恩
参
事
長
は
、
弊
紙
 
 

記
者
に
対
し
「
日
本
の
医
療
 
 

・
介
護
関
係
者
は
中
国
市
場
 
 

で
の
展
開
に
ど
の
く
ら
い
積
 
 

極
的
な
の
か
」
と
日
本
語
で
 
 

逆
取
材
。
日
本
人
向
け
の
サ
 
 

ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
 
 

の
た
め
に
は
、
中
国
に
進
出
 
 

す
る
日
本
の
医
療
・
介
護
事
 
 

業
と
の
連
携
強
化
が
重
要
と
 
 

の
考
え
を
示
し
た
。
特
に
、
 
 

商
社
マ
ン
な
ど
中
国
長
期
滞
 
 

在
者
か
ら
は
、
油
分
の
多
い
 
 

食
事
が
原
因
と
な
る
生
活
習
 
 

慣
病
に
関
す
る
医
療
相
談
が
 
 

多
い
と
い
い
、
こ
の
分
野
で
 
 

の
相
談
対
応
力
の
強
化
が
必
 
 

要
と
い
う
。
 
 
 

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
会
場
の
 
 

後
方
に
は
日
本
9
、
中
国
4
 
 

の
高
齢
者
向
け
事
業
に
関
わ
 
 

る
法
人
が
ア
ー
ス
展
示
を
行
 
 

い
、
自
社
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
 
 

を
ア
ピ
ー
ル
。
セ
ミ
ナ
ー
前
 
 

後
に
は
来
場
者
が
熱
心
に
見
 
 

学
・
商
談
し
て
い
た
。
 
 

高
齢
化
問
題
に
 
 

中
国
政
府
も
本
腰
 
 
 

李
建
国
教
授
の
セ
ミ
ナ
ー
 
 

に
よ
る
と
、
6
0
歳
以
上
の
高
 
 

齢
者
が
全
人
口
に
占
め
る
削
 
 

合
は
、
中
国
全
体
で
は
1
3
・
 
 

6
％
な
の
に
対
し
上
海
で
は
 
 

2
3
・
4
％
と
1
0
ポ
イ
ン
ト
近
 
 

く
高
い
。
ま
た
、
平
均
寿
命
 
 

も
中
国
全
体
の
7
5
・
4
歳
に
 
 

対
し
、
上
海
で
は
8
2
・
3
歳
 
 

と
日
本
と
そ
つ
変
わ
ら
な
い
 
 

レ
ベ
ル
に
ま
で
高
く
な
っ
て
 
 

い
る
。
加
え
て
、
一
人
っ
子
 
 

政
策
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
 
 

の
親
世
代
が
高
齢
者
に
差
し
 
 

掛
か
っ
て
お
り
、
今
後
は
高
 
 

齢
者
を
享
ス
る
現
役
世
代
の
 
 

急
速
な
減
少
も
懸
念
さ
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
後
 
 

＜
1
5
面
に
つ
つ
く
＞
 
 

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
な
ど
の
 
 

当
社
製
品
は
代
理
店
を
通
 
 

し
て
3
0
年
は
ど
前
よ
り
中
 
 

国
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
 
 

た
。
し
か
し
、
今
後
の
マ
 
 

ー
ケ
ッ
ト
の
成
長
性
を
考
 
 

え
る
と
、
よ
り
一
層
販
売
 
 

に
本
腰
を
入
れ
て
い
く
必
 
 

住
宅
及
び
介
護
事
業
を
展
 
 

開
し
て
い
ま
す
が
、
関
西
 
 

で
は
供
給
過
剰
気
味
で
 
 

す
。
そ
こ
で
3
年
以
内
に
 
 

大
連
で
の
老
人
ホ
ー
ム
開
 
 

設
を
目
指
し
、
現
地
法
人
 
 

も
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
 
 

高
額
商
品
の
二
－
ズ
増
期
待
 
 

3
年
以
内
に
ホ
ー
ム
開
設
 
 

関
西
で
高
齢
者
 
 

アイホン  
希薄締教士主事補  

亭苛  
児林健太社長  

開
設
し
ま
し
た
。
来
年
に
 
 

は
現
地
法
人
を
開
設
す
る
 
 

予
定
で
す
。
中
国
製
品
に
 
 

比
べ
る
と
価
格
が
高
い
と
 
 

い
う
点
が
ネ
ッ
ク
に
な
り
 
 

ま
す
が
、
富
裕
層
の
増
加
 
 

に
よ
り
、
高
く
て
も
高
性
 
 

能
の
製
品
の
ニ
ー
ズ
が
増
 
 

し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

要
が
あ
る
と
考
え
 
 

て
、
今
年
に
入
り
上
 
 

海
に
駐
在
事
務
所
を
 
 

自
前
で
の
ホ
ー
ム
開
設
の
 
 

前
に
、
中
国
国
内
で
の
日
 
 

本
式
の
介
護
や
老
人
ホ
ー
 
 

ム
に
関
す
る
認
知
度
を
高
 
 

め
、
普
及
を
促
進
す
る
こ
 
 

と
が
重
要
と
考
え
、
現
地
 
 

企
業
に
対
し
て
ホ
ー
ム
開
 
 

設
▲
運
営
に
関
す
る
ノ
ウ
 
 

ハ
ウ
提
供
や
コ
ン
サ
ル
テ
 
 

ィ
ン
グ
の
他
、
介
護
人
材
 
 

の
育
成
・
派
連
な
ど
 
 

に
向
け
た
取
り
組
み
 
 

を
進
め
て
い
ま
す
。
 
 

老
人
ホ
ー
ム
の
数
は
約
 
 

6
2
0
件
。
総
定
員
は
 
 

約
1
0
万
人
分
に
も
な
 
 

る
。
そ
の
殆
ど
は
民
間
 
 

事
業
者
が
運
営
す
る
。
 
 

一
方
、
上
海
市
の
高
 
 

齢
者
数
は
約
3
0
0
万
 
 

人
。
高
齢
者
1
0
0
人
 
 

に
対
す
る
整
備
部
合
は
 
 

約
3
・
3
で
日
本
よ
り
 
 

も
少
な
い
。
価
格
は
最
も
 
 

高
い
も
の
で
、
会
員
権
 
 
 

現
在
、
上
海
市
に
あ
る
 
 

営
業
活
動
殆
ん
ど
必
要
な
し
 
 
 

我が社の   
上海老人ホーム事情  ま

す
。
現
在
の
シ
ス
テ
ム
 
 

は
、
介
護
に
関
す
る
制
度
 
 

が
挙
っ
中
国
で
は
販
売
使
 
 

用
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
将
 
 

来
中
国
向
け
の
製
品
を
開
 
 

の
富
裕
層
に
リ
ハ
ビ
リ
と
 
 

観
光
を
一
体
化
し
た
リ
ハ
 
 

竃
山
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
 
 

シ
ョ
ン
病
院
を
運
営
し
て
 
 

い
ま
す
。
今
回
は
、
中
国
ヽ
く
ア
ピ
ー
ル
出
来
れ
ば
ハ
 
 

募
集
活
動
を
支
援
す
る
 
 

よ
う
な
ツ
ー
ル
は
殆
ど
み
 
 

ら
れ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
 
 

リ
ハ
ビ
リ
旅
行
で
来
日
促
進
 
 

（
入
居
金
）
8
0
万
元
（
1
 
 

中
国
の
声
、
商
品
開
発
の
参
考
に
 
 
 

0
4
0
万
円
）
、
管
理
 
 

費
年
間
6
万
元
（
職
万
 
 

円
）
。
会
費
や
水
光
熱
 
 

費
、
介
護
費
用
は
別
途
 
 

と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

入
居
者
獲
得
に
は
苦
 
 

労
し
な
い
た
め
、
テ
レ
 
 

ビ
や
新
聞
広
告
な
ど
、
 
 

老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者
 
 

当
社
で
は
、
介
護
 
 

施
設
支
援
シ
ス
テ
ム
 
 

な
ど
を
辛
が
け
て
い
 
 

ビ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
 
 

提
案
で
き
な
い
か
、
 
 

と
考
え
リ
サ
ー
チ
を
 
 

テク／ス  
井戸川善朗取締役  

アルペンリハビレツソ  
永山研太郎部長  

発
す
る
上
で
、
参
考
と
な
 
 

る
よ
う
な
意
見
を
直
接
中
 
 

国
の
介
葦
・
医
療
関
係
者
 
 

か
ら
聞
け
れ
ば
と
患
い
今
 
 

回
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
ま
 
 

し
た
。
ま
た
、
デ
ー
タ
セ
 
 

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
 
 

後
人
件
費
の
安
い
中
国
国
 
 

内
に
設
置
す
る
こ
と
も
考
 
 

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
点
に
 
 

つ
い
て
の
リ
サ
ー
チ
も
し
 
 

っ
か
り
行
い
た
い
と
考
え
 
 

て
い
ま
す
。
 
 

多
く
の
人
が
訪
れ
て
く
れ
 
 

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
出
 
 

来
れ
ば
来
年
春
く
ら
い
に
 
 

は
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
 
 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 
 

兼
ね
て
出
展
し
ま
し
た
。
 
 

今
は
富
山
と
小
松
か
ら
上
 
 

海
へ
直
行
便
も
あ
る
上
 
 

に
、
北
陸
は
海
、
山
、
温
 
 

泉
、
新
鮮
な
魚
と
観
光
資
 
 

源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
 
 

す
。
こ
う
し
た
点
を
上
手
 
 

L
な
ど
と
同
水
準
だ
。
 
 

退
院
時
に
医
寮
機
関
が
老
 
 

人
ホ
ー
ム
を
紹
介
し
た
 
 

り
、
老
人
ホ
ー
ム
側
か
ら
 
 

病
院
に
連
携
を
呼
び
か
け
 
 

た
り
す
る
こ
と
も
殆
ど
無
 
 

い
と
い
う
。
 
 
 

ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
 
 

は
、
上
海
以
外
の
地
域
か
 
 

ら
仕
事
を
求
め
て
来
る
人
 
 

が
多
い
た
め
確
保
は
容
易
 
 

だ
。
ち
な
み
に
看
護
師
の
 
 

給
与
は
正
社
員
で
1
年
間
 
 

1
0
万
元
（
1
3
0
万
円
）
 
 

で
、
こ
れ
は
一
般
的
な
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